
前
号
で
人
文
・
社
会
科
学
分
野
の
研
究
を
盛

り
た
て
る
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
当
該
分
野

の
学
術
情
報
流
通
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
り
、

国
や
国
の
機
関
が
ど
の
よ
う
な
学
術
情
報
流
通

政
策
を
出
し
、
施
策
を
実
行
し
て
き
た
か
、
果

た
し
て
そ
の
成
果
は
あ
っ
た
の
か
を
一
瞥
し
た
。

そ
の
中
で
、
国
立
国
会
図
書
館
や
国
文
学

研
究
資
料
館
等
の
諸
成
果
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
筆
者
の
身
び
い
き
を
棚
上
げ
し
て
、
国
立

情
報
学
研
究
所
の
学
術
情
報
流
通
へ
の
貢
献

に
つ
い
て
、
全
国
大
学
所
蔵
資
料
の
目
録
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
形
成
・
提
供
（N

ACSIS -CAT 

）

と
、
わ
が
国
研
究
者
の
論
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

形
成
・
提
供
（CiN

ii 

）、
お
よ
び
新
た
な
学
術

情
報
流
通
の
仕
組
み
と
し
て
の
全
国
大
学
図

書
館
等
に
よ
る
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
形
成
支
援

の
三
点
を
採
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
た
。
今
号
で
は
、
そ
の
続
き
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
何
が
必
要
に
な
る
か
考

察
し
て
み
た
い
。

論
文
が
読
め
て
し
ま
うC

iN
ii

Ｎ
Ｉ
Ｉ
論
文
情
報
ナ
ビ
ゲ
ー
タCiN

ii

が
話

題
を
呼
ん
で
い
る
。
論
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
い

う
馴
染
み
の
な
い
分
野
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ブ

ロ
グ
等
で
の
言
及
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
世
間
の
人
々
が
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
有
用
性
に
気
づ
き
始
め
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
要
因
は
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
ウ
ェ

ブ
検
索
エ
ン
ジ
ンG

oogle

及
びG

oogle 
Scholar

で
一
部
の
情
報
が
検
索
可
能
に
な
っ

た
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
自
分
の
入
れ
た

検
索
語
に
ヒ
ッ
ト
し
た
「
学
術
論
文
」
が
そ
の

場
で
読
め
て
し
ま
う
こ
と
に
一
般
ユ
ー
ザ
は
驚

い
た
の
で
あ
る
。
最
初
は
偶
然
訪
れ
た
が
、
次

回
か
ら
は
自
覚
的
に
使
う
よ
う
に
な
る
、
そ
ん

な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

加
え
て
、
今
年
４
月
か
ら
シ
ス
テ
ム
が
全
面

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
検
索
性
能
が
格
段
に
向
上

し
た
こ
と
、
検
索
結
果
表
示
な
ど
の
イ
ン
タ

フ
ェ
ー
ス
が
洗
練
さ
れ
た
こ
と
な
ど
も
与
か
っ

て
力
が
あ
る
だ
ろ
う
。
従
来
、
学
術
論
文
を
読

む
経
験
の
な
か
っ
た
層
に
も
利
用
さ
れ
始
め
て

い
る
。
ま
た
、
一
部
に
は
論
文
の
重
要
性
で
は

な
く
、CiN

ii

で
読
め
る
論
文
だ
け
を
利
用
し

て
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
学
生
も
現
れ
は
じ
め
、
教

師
た
ち
を
嘆
か
し
め
て
い
る
と
も
聞
い
た
。

CiN
ii

は
、
国
立
情
報
学
研
究
所
の
提
供
す

る
学
術
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ポ
ー
タ
ルG

eN
ii

の

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
の
一
つ
。
ほ
か
に
、
前
号
で

紹
介
し
たW

ebcat Plus

や
科
学
研
究
費
補

助
金
研
究
成
果
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（KA

KEN

）、

学
術
研
究
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
デ
ィ
レ
ク
ト
リ

（N
II-D
BR

）
な
ど
が
入
っ
て
い
る
。

CiN
ii

は
、
学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
の
も
う
一

つ
の
柱
と
し
て
昭
和
62
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
情

報
検
索
サ
ー
ビ
スN

ACSIS-IR

由
来
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
、
わ
が
国
の
Ｓ
Ｃ
Ｉ
を
目
指
し
た

試
み
「
引
用
文
献
索
引
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
平

成
８
年
来
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
国
内
学
協

会
誌
の
本
文
の
電
子
化
を
進
め
る
「
電
子
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
（N
ACSIS-ELS

）」
と
統
合

し
、
そ
の
上
に
国
立
国
会
図
書
館
の
「
雑
誌

記
事
索
引
」
を
加
え
た
、
わ
が
国
の
研
究
者
に

よ
る
論
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。CiN

ii

開

始
（
平
成
15
年
４
月
）
当
初
は
、
魅
力
あ
る

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
不
在
で
輝
き
を
失
っ
て
い

たN
ACSIS-IR

サ
ー
ビ
ス
の
延
命
策
と
し
て

し
か
意
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を

失
っ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

N
ACSIS-CAT

な
ど
の
陰
に
隠
れ
た
存
在
で

あ
っ
た
。

一
方
、
平
成
14
年
に
試
験
公
開
さ
れ
て
い
た

大
学
等
の
研
究
紀
要
の
全
文
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
「
研
究
紀
要
ポ
ー
タ
ル
」
が
あ
っ
た
。
こ
れ

は
国
立
情
報
学
研
究
所
が
当
時
推
進
し
て
い
た

大
学
等
の
紀
要
の
電
子
化
支
援
事
業
の
成
果
を

公
開
す
る
場
所
で
、
の
ちN

ACSIS-ELS

に

合
流
しCiN

ii

に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

CiN
ii

は
、
こ
の
よ
う
な
そ
れ
ぞ
れ
別
途
の

目
的
で
作
成
さ
れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
群
の
い
わ

ば
「
ご
っ
た
煮
」
で
あ
っ
た
。
今
日
脚
光
を
浴

び
る
に
至
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
本
文
情
報
を

直
に
提
供
す
る
論
文
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
が
時
代
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
特
に
強
み
と
意
識
し
て
い

な
か
っ
た
「
日
本
人
の
研
究
成
果
」
と
い
う

点
も
、CiN

ii
を
特
徴
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
後
のCiN

ii

の
発
展
を
考
え
る
場
合
、
結
果

的
に
明
確
に
な
っ
た
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
き
、

そ
の
欠
落
部
分
を
埋
め
て
い
く
作
業
が
望
ま
れ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

CiN
ii

は
、
必
ず
し
も
人
文
・
社
会
科
学
分

野
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な

か
っ
た
が
、
国
立
情
報
学
研
究
所
が
例
年
行
っ

て
い
る
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
も
、
圧

倒
的
に
人
文
・
社
会
科
学
分
野
の
利
用
が
多
く
、

ま
た
同
分
野
の
充
実
に
対
す
る
期
待
も
高
い
。

ほ
か
に
類
似
の
サ
ー
ビ
ス
が
な
い
こ
と
も
あ
る

だ
ろ
う
が
、
だ
か
ら
こ
そCiN

ii

は
人
文
・
社

会
科
学
の
学
術
情
報
流
通
へ
の
貢
献
を
意
識
し
、

利
用
者
の
期
待
に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

無
限
の
可
能
性
―
学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ

も
う
一
つ
の
成
果
と
し
て
、「
学
術
機
関
リ

ポ
ジ
ト
リ
」
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
機
関
リ
ポ

ジ
ト
リ
は
、２
０
０
３
年
の
リ
ン
チ
の
論
文（
邦

訳
が
Ｎ
Ｉ
Ｉ
の
「
学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
構
築

連
携
支
援
事
業
」
の
ペ
ー
ジ
に
あ
る
）
の
定
義

に
よ
る
と
、「
大
学
と
そ
の
構
成
員
が
創
造
し

た
デ
ジ
タ
ル
資
料
の
管
理
や
発
信
を
行
う
た
め

に
、
大
学
が
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
成
員
に

提
供
す
る
一
連
の
サ
ー
ビ
ス
」
と
さ
れ
て
い
る
。

大
学
等
の
研
究
機
関
に
所
属
す
る
研
究
者
の
許

諾
を
得
て
、
そ
の
研
究
成
果
物
を
機
関
と
し
て

蓄
積
保
管
し
、
無
料
で
世
界
に
発
信
す
る
仕
組

み
で
、
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
手
段
と
し
て
近

年
急
速
に
推
進
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
国

立
情
報
学
研
究
所
で
は
、
自
ら
が
進
め
る
「
最

先
端
学
術
情
報
基
盤
（
サ
イ
バ
ー
・
サ
イ
エ
ン

ス
・
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
）」
構
築
事
業

の
一
環
と
し
て
、
平
成
17
年
度
以
来
、「
機
関

リ
ポ
ジ
ト
リ
構
築
支
援
事
業
」
を
開
始
し
、
そ

の
結
果
、
わ
が
国
に
も
１
０
０
を
超
え
る
機
関

リ
ポ
ジ
ト
リ
の
誕
生
を
見
、
蓄
積
さ
れ
た
本
文

人
文・社
会
科
学
の
学
術
情
報
流
通（
下
）

武
蔵
野
大
学　

小
西 

和
信
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付
き
論
文
は
、
約
50
万
件
に
な
っ
て
い
る
。
膨

大
な
論
文
数
を
考
え
る
と
微
々
た
る
も
の
で
は

あ
る
が
、
こ
こ
２
〜
３
年
の
整
備
結
果
と
い
う

こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
無
限
の
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
と
言
え
よ
う
。（http://

w
w
w
.nii.ac.jp/irp/list/ 

、http://irdb.
nii.ac.jp/analysis/index.php

）

何
よ
り
も
学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
は
、
著
作

権
処
理
の
容
易
さ
か
ら
か
各
大
学
と
も
紀
要
や

研
究
報
告
か
ら
手
掛
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の

で
、
結
果
的
に
人
文
・
社
会
科
学
分
野
の
文
献

が
多
く
収
録
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
同
分
野
の

学
術
情
報
流
通
の
面
か
ら
も
今
後
の
拡
充
発
展

が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

国
立
情
報
学
研
究
所
で
は
、GeN

ii

の
コ
ン

ポ
ー
ネ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て「
学
術
機
関
リ
ポ

ジ
ト
リ
ポ
ー
タ
ル
」JA

IRO

を
新
た
に
開
発
し
、

わ
が
国
の
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
総
合
検
索
窓
口

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
蓄

積
さ
れ
た
学
術
論
文
の
タ
イ
プ
は
、CiN

ii

側

か
ら
も
一
括
検
索
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
つ
い
て
は
、
科
学
技

術
・
学
術
審
議
会
学
術
分
科
会
研
究
環
境
基
盤

部
会
・
学
術
情
報
基
盤
作
業
部
会
（
部
会
主
査
・

有
川
節
夫
九
大
総
長
）
に
よ
っ
て
今
年
７
月
に

ま
と
め
ら
れ
た
「
大
学
図
書
館
の
整
備
及
び
学

術
情
報
流
通
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
審
議
の
ま

と
め
）」
の
中
で
、
第
２
章
「
学
術
情
報
発
信
・

流
通
の
推
進
」
の
主
要
な
柱
と
し
て
整
備
の
必

要
性
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。
国
の
政
策
レ
ベ
ル

で
も
明
確
に
方
向
性
が
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
で
十
分
な
の
だ
ろ
う
か
？

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
研
究
に
不
可
欠
な
存
在

に
な
っ
て
ほ
ぼ
10
年
が
経
過
し
た
現
在
も
、そ

の
恩
恵
は
人
文
・
社
会
科
学
に
及
ん
で
い
な
い
。

特
に
わ
が
国
で
は
、研
究
情
報
の
大
半
を
電
子

ジ
ャ
ー
ナ
ル
か
ら
得
て
い
る
と
す
る
人
文
・
社
会

科
学
研
究
者
は
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
場
合
は
、
も

と
も
と
紙
媒
体
で
発
行
さ
れ
た
論
文
も
電
子
化

の
対
象
と
な
る
。
人
文
・
社
会
科
学
分
野
に
お

け
る
論
文
発
表
形
態
が
依
然
と
し
て
紙
媒
体
を

前
提
と
し
て
も
、
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
は
電
子

化
情
報
が
集
積
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で

も
期
待
が
膨
ら
む
の
で
あ
る
。

さ
て
、NACSIS-CAT 

、CiN
ii 

、
学
術
機

関
リ
ポ
ジ
ト
リ
と
国
立
情
報
学
研
究
所
や
大
学

図
書
館
の
献
身
的
な
努
力
の
成
果
に
よ
っ
て
、

わ
が
国
の
人
文
・
社
会
科
学
分
野
の
学
術
情
報

流
通
の
未
来
は
明
る
い
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

さ
す
が
に
筆
者
と
い
え
ど
も
、
こ
の
問
い
に

同
意
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

全
国
蔵
書
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
不
備
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
そ
の
項
目
で
書
い
た
通
り
で
あ

る
が
、
詳
細
な
分
析
と
し
て
は
、
気
谷
陽
子

氏
（
筑
波
大
）
の
「
学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
」
の

総
体
と
し
て
の
蔵
書
に
お
け
る
未
所
蔵
図
書

の
発
生
」（『
日
本
図
書
館
情
報
学
会
誌
』
53

（2  

） , 2007 . 6

）
な
ど
一
連
のN

ACSIS-CAT

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
評
価
が
あ
る
。

で
は
、
論
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
のCiN

ii

に
つ

い
て
は
ど
う
か
？　

こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
成

り
立
ち
か
ら
も
想
像
で
き
る
よ
う
に
、
一
貫
し

た
方
針
の
下
に
形
成
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

結
果
的
に
人
文
・
社
会
科
学
分
野
の
論
文
も
含

む
と
い
う
こ
と
で
期
待
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ

れ
は
他
に
代
替
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
存
在
し

な
か
っ
た
と
い
う
理
由
に
よ
る
。
後
藤
宣
子
氏

（
愛
知
淑
徳
大
院
）
は
、「
人
文
学
分
野
の
論
文

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
収
録
況: CiN
ii

評
価
の
試
み
」

（Journal of Library and Inform
ation 

Science, 21 , 2007

）
で
、
そ
の
欠
落
状
況
に

つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
前
期
の
人
文
・
社
会
科

学
分
野
の
雑
誌
記
事
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
あ
る
。

皓
星
社
の
藤
巻
修
一
氏
が
渾
身
の
力
を
傾
注
し

て
作
っ
て
い
る
も
の
で
、『
明
治
・
大
正
・
昭

和
前
期
雑
誌
記
事
索
引
集
成
』
全
百
二
〇
巻
を

ベ
ー
ス
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
も
の
。
ご
く

最
近
、
旧
植
民
地
時
代
の
雑
誌
記
事
も
収
録
し
、

「
雑
誌
記
事
索
引
集
成
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
し

て
有
料
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
同
僚
の
近

代
文
学
研
究
者
は
、
い
ま
や
な
く
て
は
な
ら
な

い
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
高
く
評
価
す
る
。CiN

ii

の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
は
、
将
来
こ
の
よ
う
な

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
も
適
切
な
連
携
を
図
り
、
人

文
・
社
会
科
学
に
関
心
を
持
つ
ユ
ー
ザ
の
利
便

性
を
追
求
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

足
り
な
い
と
い
え
ば
、
こ
れ
ま
で
の
斯
界
の

個
人
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
目
配
り
で
あ
る
。
後

藤
斉
氏
（
東
北
大
）
は
早
く
か
ら
ウ
ェ
ブ
上
に

存
在
す
る
貴
重
な
人
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

「
ゆ
る
や
か
な
総
合
学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
の
形

成
」
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
た
（「
人
文
学
研

究
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」、『
人
文
学
と
情
報
処

理
』15 , 1997

）。こ
う
し
た
貴
重
な
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
へ
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
し
た
の
は
、

ACAD
EM
IC RESO

U
RCE G

U
ID
E

の
岡
本

真
氏
で「
生
成
す
る
目
録
」で
７
４
４
個
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
へ
の
リ
ン
ク
を
作
成
し
た
。
こ
れ
は

残
念
な
が
ら
す
で
に
更
新
が
止
ま
っ
て
い
る
が
、

岡
本
氏
は
そ
の
後
も
網
羅
的
に
学
術
情
報
資
源

を
紹
介
し
続
け
て
い
る
。
問
題
は
、
こ
れ
ら
を

集
合
し
個
々
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
中
身
を
検
索

可
能
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
国
立
情
報
学
研
究

所
の
学
術
研
究
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
デ
ィ
レ
ク
ト

リ（N
II-D
BR  

）
は
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て

意
図
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
て
い
る
が
、
今
は

単
な
る
小
規
模
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
倉
庫
と
化
し

て
い
る
。
こ
こ
は
、CiN

ii

再
開
発
の
設
計
の

中
心
に
あ
っ
た
大
向
一
輝
氏
は
じ
め
Ｎ
Ｉ
Ｉ
の

皆
様
に
再
生
計
画
を
お
願
い
し
た
い
。

お
わ
り
に

人
文
・
社
会
科
学
分
野
の
学
術
情
報
流
通
に

つ
い
て
概
観
し
て
み
た
。
お
断
り
し
な
か
っ
た

が
、
電
子
化
さ
れ
た
情
報
の
流
通
を
中
心
と
し

た
。
そ
の
点
で
は
、ｅ-

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ（
電
子
書
籍
）

が
、
こ
の
分
野
の
情
報
流
通
に
大
き
な
役
割
を

果
た
す
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
紙
媒

体
の
文
献
の
重
要
性
を
蔑
ろ
に
す
る
気
持
ち
は

毛
頭
な
い
が
、
保
存
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
は
図
書

館
に
と
っ
て
も
個
人
に
と
っ
て
も
深
刻
で
あ
る
。

書
籍
の
持
つ
「
可
読
性
」
に
限
り
な
く
近
づ
け

た
ビ
ュ
ー
ア
も
登
場
し
て
い
る
。
さ
ら
に
イ
ン

タ
フ
ェ
ー
ス
の
改
良
と
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
が

望
ま
れ
る
が
、
個
人
で
膨
大
な
蔵
書
を
持
つ
こ

と
を
可
能
に
す
る
ｅ-

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
シ
ス
テ
ム
は

情
報
流
通
（
特
に
人
文
・
社
会
科
学
）
に
革
新

を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

結
論
と
し
て
、
人
文
・
社
会
科
学
を
振
興
す

る
た
め
の
要
件
は
、
適
切
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

整
備
、
そ
れ
も
本
文
付
き
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
、

国
を
挙
げ
て
作
っ
て
い
く
こ
と
に
尽
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

                  （
文
学
部
教
授
・

国
立
情
報
学
研
究
所
客
員
教
授
）

丸善ライブラリーニュース　第7・8合併号11



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Right
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata pogodnih za pouzdani prikaz i ispis poslovnih dokumenata koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF4e385584004c004e7d0d54c175280050004400468a2d5b9a0032003000300064>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


